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Abstract 35戯曲集の〈序文〉解題メーテルリンクの演劇理論について塚越敦子

モーリス・メーテルリンクMaurice
Maeterlinck(1862-1949)の、劇詩人としての処女作品は『マレーヌ姫』La
Princesse Maleine l 889である。しかし、十代の頃より文学を志していたメーテル
リンクは、数多くの詩を文芸雑誌に発表しており、ベルギーの文学界ではすでに
詩人として注目されていた。エミール・ヴェラーレンEmile
Verhaeren(1855・1916)やジョルジユ・ローデンバックGeorges
Rodenbach(1855-1898)、それにカミーユ・ルモニエCamille Lemonnier(1844-191
3)といった先達たちに導かれ、メーテルリンクは、いつのまにかベルギーの若い
詩人たちのリーダーになっていた。とりわけ、ローデンバックの強い引き立て1)
のおかげで、めまぐるしい展開をみせていた当時のフランス文壇にも顔を出せる
ようにもなり、パリの若い詩人たち2)をはじめとし、ステファヌ・マラルメStéph
aneMallarmé(1842-1898)やヴィリエ・ド・リラダンVilliers de 1'lsle-Adam(1838-1
889)のような文壇の大家たちとも知り合うことができたのであった。 めまぐるし
い展開をみせていたその当時のフランス文学界とは、現実生活の具体的なものを
主題として創造に励んでいた自然主義文学も飽きられ、その勢力も急速に衰えを
みせはじめるようになった後の文学界の流れのことである。芸術至上主義を唱え
る高踏派の出現、ヴェルレーヌPaul Verlaine(1844-1896)やランボーArthur
Rimbaud(1854-189])の登場、デカダン派 36の風潮、モレアスJean Moréas(185
6-1910)の象徴派宣言、さまざまな文芸雑誌の誕生、文学カフェの隆盛、そうした
文学的な動きこそ、まさにマラルメを中心とする象徴主義文学が台頭するに至る
といった状況であった。1880年代より、フランス文学界の影響を受けながらも、
ベルギー独自の文学擁護とその推進運動とが顕著になっていたとはいえ、その当
時、ベルギー文学界とフランス文学界とのあいだには、あまりにも大いなる差異
のあったことは事実である。フランドルの一地方都市ガンからパリに赴いたメー
テルリンクは、いきなりその文学界の躍動感あふれる息吹の洗礼を受けたのであ
る。そのメーテルリンクの受けた衝撃が、計り知れぬものであったろうとは、メ
ーテルリンクの作品創作上の変化を推察しただけでも容易に想像可能である。弁
護士としての道を歩み続けていた生活3>を、文筆一筋に切り換え、控えめな創作
活動も一段と励むようになり、その成果を次々に発表し、さらには文芸雑誌の創
刊に携わったりもして、ますます積極的な姿勢さえみせるようになっていた。恰
も機は熟されたかのように、1889年は、メーテルリンクにとって転期以降はじめ
ての実り多い年であったようだ。ヴィリエ・ド・リラダンと出会い、その個性的
な創作信念に強く影響を受けた1886年、それ以後1889年までに発表した詩篇、さ
らにあらたな数篇の自由詩とを集めた詩集『温室』Serres Chaudes、メーテルリ
ンクは、その詩集を5月に出版し、その出版を手はじめに、テレパシーについての
エッセー『夢の研究』Onirologie、ロイスブルークJan van
Ruysbroeck4)の『霊魂の婚礼の飾り』L'Orne〃sent des Noces spiritue〃esの翻訳
と、その翻訳に付した序文とを次々に発表した。さらにメーテルリンクは、その
年の終わりに、処女劇作品である5幕の『マレーヌ姫』を出版した。その一方、18
90年の8月24日付けの「フィガロ」紙に載ったオクターブ・ミルボーOctaveMirbe



au(1850-1917)の『マレーヌ姫』絶賛の評論記事が、大きな反響をよび、メーテル
リンクの名とこの『マレーヌ姫』とは一躍有名になった。
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戯 曲集の 〈序文 〉解題

メー テル リ ンクの演 劇 理論 につ い て

塚 越 敦 子

 モ ー リ ス ・メ ー テ ル リ ン クMaurice Maeterlinck(1862-1949)の 、 劇 詩 人

と して の 処 女 作 品 は 『マ レー ヌ姫 』La Princesse Maleine l 889で あ る 。 しか

し、 十 代 の 頃 よ り文 学 を志 して い た メ ー テ ル リ ン ク は 、 数 多 くの 詩 を 文 芸

雑 誌 に発 表 して お り、 ベ ル ギ ー の 文 学 界 で は す で に 詩 人 と して 注 目 さ れ て

い た 。 エ ミー ル ・ヴ ェ ラ ー レ ンEmile Verhaeren(1855・1916)や ジ ョル ジ

ユ ・ロ ー デ ンバ ッ クGeorges Rodenbach(1855-1898)、 そ れ に カ ミー ユ ・ル

モ ニ エCamille Lemonnier(1844-1913)と い っ た 先 達 た ち に導 か れ 、 メー テ

ル リ ン クは 、 い つ の ま に か ベ ル ギ ー の 若 い 詩 人 た ち の リー ダ ー に な っ て い

た。 と りわ け 、 ロ ー デ ンバ ッ ク の 強 い 引 き立 て1)の お か げ で 、 め ま ぐる し

い 展 開 を み せ て い た 当 時 の フ ラ ンス 文 壇 に も顔 を出 せ る よ う に も な り、 パ

リ の 若 い 詩 人 た ち2)を は じ め と し 、 ス テ フ ァ ヌ ・マ ラ ル メSt駱hane

Mallarm�(1842-1898)や ヴ ィ リ エ ・ ド ・リ ラ ダ ンVilliers de 1'lsle-Adam

(1838-1889)の よ う な 文 壇 の 大 家 た ち と も知 り合 う こ とが で きた の で あ っ

た 。

 め ま ぐる しい 展 開 をみ せ て い た そ の 当 時 の フ ラ ン ス 文 学 界 と は 、 現 実 生

活 の 具 体 的 な もの を主 題 と して 創 造 に励 ん で い た 自然 主 義 文 学 も飽 き られ 、

そ の 勢 力 も急 速 に 衰 え を み せ は じめ る よ う に な っ た 後 の 文 学 界 の 流 れ の こ

とで あ る 。 芸 術 至 上 主 義 を唱 え る 高 踏 派 の 出 現 、 ヴ ェ ル レー ヌPaul Verlaine

(1844-1896)や ラ ンボ ーArthur Rimbaud(1854-189])の 登 場 、 デ カ ダ ン派
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の風 潮 、 モ レ ア スJean Mor饌s(1856-1910)の 象 徴 派 宣 言 、 さ ま ざ まな 文 芸

雑 誌 の 誕 生 、 文 学 カ フ ェ の 隆 盛 、 そ う し た 文 学 的 な動 き こ そ 、 ま さ に マ ラ

ル メ を 中 心 とす る象 徴 主 義 文 学 が 台 頭 す る に 至 る とい っ た 状 況 で あ っ た 。

1880年 代 よ り、 フ ラ ンス 文 学 界 の 影 響 を受 け な が ら も、 ベ ル ギ ー 独 自の 文

学 擁 護 と そ の 推 進 運 動 とが 顕 著 に な っ て い た とは い え 、 そ の 当 時 、 ベ ル ギ

ー 文 学 界 と フ ラ ン ス 文 学 界 との あ い だ に は 、 あ ま り に も大 い な る 差 異 の あ

っ た こ と は事 実 で あ る 。 フ ラ ン ドル の 一 地 方 都 市 ガ ン か らパ リ に 赴 い た メ

ー テ ル リ ン ク は
、 い き な りそ の 文 学 界 の 躍 動 感 あ ふ れ る 息 吹 の 洗 礼 を 受 け

た の で あ る 。 そ の メ ー テ ル リ ン ク の 受 け た 衝 撃 が 、 計 り知 れ ぬ もの で あ っ

た ろ う と は 、 メ ー テ ル リ ン ク の 作 品 創 作 上 の 変 化 を 推 察 した だ け で も容 易

に 想 像 可 能 で あ る 。 弁 護 士 と して の 道 を歩 み 続 け て い た 生 活3>を 、 文 筆 一

筋 に 切 り換 え 、 控 え め な 創 作 活 動 も一 段 と励 む よ う に な り、 そ の 成 果 を

次 々 に 発 表 し、 さ ら に は 文 芸 雑 誌 の 創 刊 に 携 わ っ た り も して 、 ま す ま す 積

極 的 な 姿 勢 さ え み せ る よ う に な っ て い た 。 恰 も機 は 熟 さ れ た か の よ う に 、

1889年 は 、 メ ー テ ル リ ン ク に と っ て転 期 以 降 は じめ て の 実 り多 い 年 で あ っ

た よ う だ 。 ヴ ィ リ エ ・ ド ・リ ラ ダ ン と出 会 い 、 そ の 個 性 的 な 創 作 信 念 に 強

く影 響 を受 け た1886年 、 そ れ 以 後1889年 まで に発 表 した詩 篇 、 さ ら に あ ら

た な 数 篇 の 自 由 詩 と を集 め た 詩 集 『温 室 』Serres Chaudes、 メ ー テ ル リ ン ク

は 、 そ の 詩 集 を5月 に 出 版 し、 そ の 出版 を手 は じめ に、 テ レパ シ ー につ い て

の エ ッセ ー 『夢 の 研 究 』Onirologie、 ロ イス ブ ル ー クJan van Ruysbroeck4)の

『霊 魂 の 婚 礼 の 飾 り』L'Orne〃sent des Noces spiritue〃esの 翻 訳 と、 そ の 翻 訳 に

付 した 序 文 と を 次 々 に発 表 した 。 さ ら に メ ー テ ル リ ン ク は 、 そ の 年 の 終 わ

りに 、 処 女 劇 作 品 で あ る5幕 の 『マ レー ヌ 姫 』 を 出 版 した 。 そ の 一 方 、1890

年 の8月24日 付 け の 「フ ィ ガ ロ」 紙 に 載 っ た オ ク タ ー ブ ・ミル ボ ーOctave

Mirbeau(1850-1917)の 『マ レ ー ヌ 姫 』 絶 賛 の 評 論 記 事 が 、 大 きな 反 響 を よ

び 、 メー テ ル リ ン ク の 名 と この 『マ レー ヌ姫 』 と は一 躍 有 名 に な っ た 。
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 それまでは詩篇 と散文ばか りを創作 していたメーテルリンクは、フラ ン

スの象徴主義 に感化 されたことを切 っ掛けに、その作品に もベルギー独特

の気風 が加わ り、独自の文芸創作の理念 をうみだす ことになった。当然の

こと、それにはフランス象徴派の詩人たちの創作理念 と重な り合 うものが

あった。外面 よりは内面を、規制 よりは自由を、証明よりは暗示 を、明晰

さよりは神秘 を好む象徴主義は、象徴を通 して読者(世 間一般)を 感覚世

界か ら精神世界へ と誘 うとい うことを主 旨としてお り、 メーテルリンクの

創作意図に呼応する ものであった。当時、象徴派の詩人たちが望んでいた

舞台への進出は  当然のことどの流派 もそう考えは していた ものの 一

まだ果たされてはいなかった。 自然主義演劇の衰退 とともに、ワーグナー

の 「綜合芸術」に傾倒 していた詩人たちは、詩 ・音楽 ・舞踏 ・美術 などを

総合 した 「全体演劇」 を目指 して、象徴主義演劇 を樹立 させ ようとしてい

たのだった。

 メーテルリンクの掲 げた文学創作上のテーマ、それはただひ とつ 「死」

であった。少年期か ら青年期 までジェズユイット派のサ ン ト・バルブ学院

で受 けていた教育、幼い弟の不慮の死、そ してロイスブロークやノヴァー

リスNovalis 5)の 研究などのおかげで、メーテルリンクは、「死」こそ、こ

の現実世界に確実 に存在するものであると確信するようにな り、誰 もが理

解できる外的な 「死」ではなく、不可視である内的な 「死」の存在を知ら

しめることが 自らの創作活動の使命であると考えていたのである。不可視

ではあるが確実に存在する 「死」を読者、観客、世間一般 に理解 させるた

めの方法は、はた してあるのだろ うか。メーテル リンクの 「死」 に関する

観念は揺 るがぬ ものであった。ではどのようにすれば、それを作品化 して、

広 く伝 えることが出来 るのだろうか。詩 をつ くるよりも、散文 を書 くより

も、緊密で力強 くまた直接的に観客の視覚や聴覚 にうったえることので き

る芝居を創作すること、そのことにメーテル リンクは思い至 ったのである。
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 その ように戯曲の制作 に取 り組 もうとしたとはいえ、ではいかに して

「死」を表わした らよいのか。いかにして観客に感 じ取 らせ、認知させるこ

とがで きるか。「死」は、現実生活においては 「永遠の別れ」 と認識 されて

お り、一般には悲 しく不幸 なできごとと捉えられている。それならば 「不

幸な運命」をまず設定することが、観客(読 者)に わか りやす くし、「死」

.の存在 を認知する準備段階を与 えることになるのではないか。 しか し、メ

ーテルリンクは、舞台上の大道具、小道具、衣装 などに 厂死」を暗示する

ようなもの を安易 に使 うことは しなかった。 また、台詞のなかにもまた ト

書 きのなかにもあか らさまに 「死」に関す る言葉 を使った りは しなかった。

外面的な表象に頼 ることをせず、「死」 を象徴するためのさまざまなファク

ターをメーテルリンクは考案 したのだ、一 例えば、舞台情景に陰鬱な自

然の描写 をつかい、不幸な運命の設定 された状況のなかで、登場人物がそ

の運命に操 られ る人形の ように動 くように設定 し、観客(読 者)に 想像力

を働かせるための沈黙の問を多 く設置 した。そのようなファクターを駆使

して、さらに不幸を匂わす ような繊細なモチーフを配置 しなが ら観客 に不

安感を募 らせるように筋 を運び、観客の緊迫 した状態が頂点 に達 したとこ

ろで、なにかに暗示 された 「死」 を登場させるのである。これがメーテル

リンク独 自の作品構成の方法であった。1886年 頃に象徴主義の洗礼 を受け

てから、『マ レーヌ姫』制作の頃までに、メーテルリンクは、こうした劇作

品制作上の理論 を作 りあげていたわけである。事実、その当時の象徴派の

詩人たちは、演劇的な作品構成を具体的に考案するまでには至っていなか

ったのである。そのような時期 であったからこそ、メーテルリンクの創作

理念 と演劇理念 との融合である 『マ レーヌ姫』の登場が、歓迎 されないわ

けはなかった。 メーテルリンクの 『マ レーヌ姫』をは じめ とする数々の劇

作品が、象徴主義演劇としてすべて成功 したの も、メーテルリンクの創作理

念が一貫 していたこととその構成方法とに大 きく起因したもの と思われる。
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 こ こで 、 メ ー テ ル リ ン ク の 象 徴 主 義 演 劇 作 品 と 目 され る もの を列 挙 して

み よ う、  『マ レ ー ヌ 姫 』1889、 『闖 入 者 』L”lntruse 1890、 『群 盲 』Les

Aveugles l 890、 『七 王 女 』Les Sept Princesses l 891、 『ペ レア ス と メ リザ ン

ド』Pe〃饌s et M駘isande l892、 『ア ラ ジ ン と パ ロ ミー ド』A〃adine et

Palo〃aides l 894、 『室 内 』L7nt駻ieur l 894、 『タ ン タ ジ ー ル の 死 』La Mort de

Tintagiles l 894、 『ア グ ラベ ー ヌ とセ リセ ッ ト』Aglavaine et Selysette l 896、

『ア リア ー ヌ と青 髭 』Ariane et Barbe-Bleue l 901、 『ベ ア ト リス 尼 』Saur

B饌trice 1901、 『モ ンナ ・ヴ ァ ンナ 』Monna Yanna 1902。 以 上 の作 品 はす べ て

興 行 的 に も また 出 版 物 と して も成 功 した もの とい え る 。 繰 り返 しに な る が 、

メー テ ル リ ン ク は 、1886年 頃 に 、 象 徴 主 義 文 学 の 洗 礼 を受 け て 、 そ れ が メ

ー テ ル リ ン ク の 作 品 制 作 に 多 大 な 影 響 を お よ ぼ した こ と は 周 知 の こ と だ が
、

そ の 一 方 、 少 年 期 よ り抱 い て い た 思 索 上 の 永 遠 の テ ー マ で あ る 「死 」 の 存

在 に 関 す る考 え も 同時 に 深 め られ 、  象 徴 主 義 の 影 響 で あ る か は 定 か で は

な い が  神 秘 的 な思 考 へ と進 ん で い っ た よ うで あ る 。 メ ー テ ル リ ン クは 、

劇 作 品 を制 作 す る か た わ ら 、 創 作 理 念 に 関 連 す る 、 そ れ ま で の 自 ら の 哲 学

的 思 索 を ま とめ た エ ッ セ ー を も発 表 して い る の だ 。 そ れ は 、 『貧 者 の宝 』Le

Tr駸or des Hu〃ibles 1896と 『叡 知 と運 命 』La Sagesse et la Destin馥 1898で あ

る 。 この2冊 の 哲 学 的 思 索 エ ッセ ー に お い て は 、 と くに 年 月 を か け 、 ドラ マ

制 作 に う ち こ ん で い た 時 期 に 書 きた め た す え に 完 成 した 『貧 者 の 宝 』 の ほ

う に お い て 、 メ ー テ ル リ ン ク の 文 学 作 品 の 創 作 理 念 の 変 遷 と真 髄 と が 読 み

取 れ る の だ 。 思 考 思 索 を 重 ね た う え で 、 自 ら の哲 学 的 理 念 を ま とめ た メ ー

テ ル リ ン クは 、 そ れ ま で の 劇 作 品 の 流 れ の な か に 、 創 作 理 念 の 同 じ よ う な

変 遷 を 見 い だ した の で は な い だ ろ う か 。1901年 、 出 版 社 の 提 案 を受 け て で

は あ る が 、 メ ー テ ル リ ン ク は 、 そ れ ま で に 発 表 して い た劇 作 品 を3巻 に ま と

め た 戯 曲 集6)を 出 版 した の で あ る 。 そ の 出 版 に あ た り、 メ ー テ ル リ ン ク は

序 文 を あ ら た に 書 き加 え て い る の で あ る 。1889年 か ら1901年 の あ い だ に発
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表 した劇作品に加えた序文 一 自らのテーマである 「死」への観念をあら

ゆる角度か ら探った二冊の哲学的思索エ ッセー出版後 のメーテルリンクが

書 き加 えた序文、  をみれば、劇作家としての、また詩人としてのメーテ

ルリンクの創作理念が、それぞれの作品をひとつ ひとつ取 り上げるよりも、

より全体的に理解されうるのではないだろうか。それでは、その メーテル

リンクの演劇理論のおよそ10年 間にわたる足跡が凝縮された序文 をみてみ

よう、

   1.

 今 日、編集者が三巻 にまとめて出版 した この戯 曲集のテキス トには、ほ

とんど修正は加えられていない。だが、それらが完璧 なものであるはずだ

とはいえない、いやそれ どころか、完璧 にはほ ど遠いものである。それゆ

え、何 回も修正を加えたからといって、その詩篇(=戯 曲)が よくなる と

い うことで もあるまい。これ らの作品においては、出来の良 し悪 しは別と

しても、これらの作品の うまれた根源はひとつであ り、ときとして、 これ

らの作品を解 きほ ぐそうとしてみれば、独特 な感動やちょっとした思いが

けない魅力 といったものが失われて しまうだろう。そういった感動や魅力

は、いまだ犯されていない過 ちの陰にのみ開花するのである。

 例えば、『マレーヌ姫』においては、危なげな、飾 り気のない言葉や無駄

な場面のい くつかは、削除することもできたであろ う。また、おな じ言葉

が驚 くほど絶 えず繰 り返 されるが、その繰 り返 しのほとんどは、悪い夢は

見ないですんでいる少 々耳の遠い夢遊病者 といった外観を登場人物たちに

与えは しているものの、削除することもで きたろう。 また、おなじように

登場人物たちの微笑みです ら、そのい くらかなりとも消えさっているなら

ば、かれらを取 り巻 く雰囲気や情景すらも変わって しまったことであろう。
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その うえ、話を聞いた り答えた りすることが速やかにできないのは、かれ

ら自身の心理が、宇宙に対 して抱いているい ささか危険 なかれ らのイデー

(；思想)と 内的に繋がっているか らである。こうしたイデーに賛同できな

いにして も、幾度 とな くそれが確実なことだ と体験 しさえすれば、そうし

たイデーに立ち戻 ることも可能になるのだ。そのように してイデーを受け

入れ、人生の経験 を存分 に積み重ねていた詩人、私 よりも年長のこの詩人

は、当時、不明瞭で揺れ動 く宿命 を、英知 とか確固たる美 とかに変える術

を知っていたのだろう。 しか し、このイデーは、そのまま ドラマ全体 に生

命 を与えているのである。そ してまた、このイデーをい っそう明 白なもの

にするために必要なことは、 ドラマにとって唯一の特質であるあの恐怖を

感 じさせる陰鬱なものの組み合わせ を取 り除 くことだ。

   II.

 他 の 作 品 を発 表 の 川頁に み て み れ ば 、 つ ま り、 『闖 入 者 』(1890)、 『群 盲 』

(1890)、 『七 王 女 』(1891)、 『ペ レ アス と メ リザ ン ド』(1892)、 『ア ラ ジ ン と

パ ロ ミイ ド』(1894)、 『室 内 』(1894)、 『タ ン タ ジ ー ル の 死 』(1894)で あ っ

て 、 これ らの 作 品 も ま た、 未 知 の力  ・当 然 の こ と どの 流 派 もそ う考 え は

して い た も の の  少 しは 前 作 よ り上 手 に構 成 され て い る が 一 当 然 の こ

と どの 流 派 もそ う考 え は して い た もの の 一 に取 りつ か れ て い る 人 間 や そ

の 感 情 をい っ そ う正 確 に表 現 し て い る 。 そ れ ら の 作 品 で は 、 目 に 見 え な い

宿 命 的 な 巨 大 な力 が 信 じ られ て い る が 、 そ の 力 の 意 図 は な に も わ か ら な い 。

ド ラマ の エ ス プ リ は 、 悪 意 に 満 ち た 力 で 、 私 た ち の 行 動 に 対 し て は 注 意 深

く、 微 笑 み や 人 生 や 平 和 や 幸 福 な ど に は 敵 対 す る と い っ た 巨 大 な 力 で あ る

よ う に思 わ れ る。 無 垢 で は あ る が 、 知 らぬ ま に敵 意 に 満 ち た 運 命 は 、 未 来

を予 見 す る賢 者 た ち の 悲 しみ に くれ た 眼 差 し に宿 り、 す べ て の 登 場 人 物 た

ち を打 ち 砕 く た め に結 び あ わ され 、 そ の 後 に 解 か れ る の で あ る 。 そ う し た
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賢者たちには、その目前で繰 り広げ られる、生者たちの間での愛 と死 とが

操 る残酷で厳正 なゲームを、少 しでも変えることな ど不可能 なのである。

愛 と死 と、そ して別の力(=未 知 なる力)と は、なにやら陰険で不当な動

きをみせるが、その動 きになんの報い もない ことがわかると、その動 きで

生ず る心の痛みは運命の気 まぐれ としか考え られないのだ。実の ところ、

そこには、キリス ト教の神についての思想 と古代 より伝 わる宿命論 とが混

ざり合い、それが 自然の計 り知れない闇のなかで押 し殺されているのがわ

かるのだ。それゆえ、その未知なる力は、入間の計画や思考や感情やささ

やかな幸せ を脅かし、狂わせ、暗いものに しては楽 しんでいるのである。

   III.

 この未知なるものは往々にして死 という形で現れるものなのである。不

可解 きわまる偽善的で活動的な、死の無限の存在は、詩のあ らゆる隙間を

埋めている。現実 に存在 しているとい う問題は、その消滅の謎 によって し

か解答は得 られない。 もっとも、それは冷淡で、無慈悲で、絶対的である

死、その死はほどよ く手探 りで進み、 もっとも若い者の命 を、あまり不幸

ともいえない者の命 を、好んで奪 うといった死なのである。 とい うの も、

それはただ単 にそれ らの者たちが もっとも悲惨な者たちよりもお となしく

していないからであ り、 また死というものが闇のなかでの突然 の動 きに注

意 を払 うものだからである。死の まわりには、恐怖に震え、静かに考え込

んでいる小 さなかよわい存在 しかいない。そ して、そのかよわい存在から

発せられた言葉やこぼれた涙 といえば、それは、 ドラマがその縁で展開さ

れている深淵のなかに落ちて、その深淵がいかに も広い と思わせるように

鳴 り響 くとき、重要なのである。 というの もいっさい皆 目わか らないとい

うものは、そ ういった深淵でかすかな噪音をたてるものだからだ。
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   1V.

 私たちの現実の存在をこのように考察することも、常軌を逸 したことで

あるなどとはいえぬだろう。つ まり、それは、今のところは人間の意志的

な努力 に反 しはするが、人間の本質的な真実なのである。 さらに長いあい

だ、科学の決定的な発見が 自然の神秘で もないか ぎり、 もうひとつの世界

からの思いがけない新発見、た とえば私たちの地球 よりも古 くから存在 し、

より組織的な天体 との コミュニケイションか らして私たちが私たちの生の

始 まりと目的 とを学ばないかぎり、私たちは一時的で偶発的な微かな光で

しかな く、 しかもその光である私 たちは、なんらの意図ももたず、冷淡な

闇の息吹にゆだね られているのである。収益 とてなにひとつない人間の こ

うした弱 さを描いてこそ、私 たちは人間の極めて本質的な真実に もっ とも

近づ きうるのである。あの ように敵対する虚無 に身をゆだねた登場人物た

ちか ら、私 たちが優雅で愛情のある仕種や、優 しさの言葉、はかない希望

の言葉、慈悲や愛に溢れた言葉 を引 き出せたな ら、人間 としてなせ ること

をなした ということになるのだ、一 当然のことどの流派 もそ う考えは し

ていたものの  生 きるエネルギー と欲望 とを凍 らせてしまうようなこの

不変不動の偉大なる真実、その真実の果てにみるその存在の移動の ように。

これこそ、私(メ ーテル リンク)が この一連の ドラマのなかで試みたこと

なのである。そ して、私がそれに成功 したかどうか、その判断 は私の権限

のおよぶところではない。

   V.

 けれども、これではまだ充分だとは言えない、一 当然のことどの流派

もそ う考えは していた ものの  詩篇とは、その美 しさを道徳的な教 えに

捧げるべ きものだとは私は思わない。 もちろん、詩篇は、外面的に も内面

的に も装飾的なもの をなにひとつ失 うことな く、他のいずれにも私たちを
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導 くことのない真実 と同様、容認 できるものだが、それよ りもはるかに希

望のもち うるような真実の うちへ と私たちを導 き入れて くれるのである。

そ して、詩篇 には、不確 かではあるが、二重の義務を果たす という強みが

ある。生 きることの虚 しさや、虚無や死の不屈の力をいつ までも詩歌で讃

えよう。そ して私たちは、究極の真実により一層近づ くにつれ、よ り単調

になってい く悲 しみが眼の まえを通 り過 ぎてい くのを、そのまま見送るの

である。それどころか、私たちは私たちを取 り巻 く未知なる ものの外観 を

変えた りして、生 きつづける新 しい理由をばその未知なるもの に見いだす

よう努力 しよう。そうすれば、少なくとも私たちには、点滅する希望の灯

火を悲 しみに混ぜあわせ た り、私 たちの悲 しみを交替 した りすることもで

きるようになるのだ。それなのに私 たちの置かれている状態のなかでは、

私たちが努力 したりしてもなにもの も生みだされやしないと考えてみた り、

私たちの努力 も無駄ではない ものと希望を持った りしてみるが、そうした

こともいずれ も同 じ当然のことなのである。私 たちの到達 した虚無 とか死

とか、私たちの存在の無益 さとい う最終の事実は、究極の調査 を押 し進め

てみれば、結局のところ、それは今 日の私たちの知識の最終段階にす ぎな

いのである。私たちはその向こう側 になに も見ることはで きない、なぜな

らそ こで私たちの知識は止 まって しまっているからだ。知識 とは確実なも

のに見えるだけで、結局のところは、知識の なかにいなが ら、無知である

ことのほかには、確かな もの とて何 もないのである。最終的にはこのこと

を受け入れざるをえない というわけだが、そのまえに私たちは、さらに長

い時間をかけ、精一杯 この無知 を一掃 しようと努力 し、それでも光が見つ

け られない というのなら、試 してみようと出来る限 りのことをせねばなら

ないだろう。その ときか ら、こうした余 りにも早す ぎる死、その確実な死

に先立つあらゆる私たちの義務の大 きな円環は、活発に動 きはじめ、そして

人間の生は、もはや無駄 とも思われぬ情熱や歓喜や悲 しみ とともに、 また
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その重要性 を取 り戻 した義務 とともにふたたび始 まるのである。というのも、

そ ういった情熱や歓喜や悲 しみや義務は、私たちが闇か ら抜け出そうと努

めた り、あるいはつ らい思い をせずに闇に耐 えようと努めた りする といっ

たそ うしたことの手助 けをして くれるからなのである。

   VI.

 私たちは、私たちがかつて存在 していた時点に戻れるとい うわけで もな

い、そ してまた、愛や死や宿命やそのほかの生の神秘的な力は、私たちの

現実生活のなかで、 または私たちの作品のなかで、かつての場所やかつて

の役割を取 り戻せ るとい うわけの ものでもない。つ まりそれは、 とりわけ

私たちがこの ドラマ作品のなかで扱 っているのが、愛や死や宿命や神秘の

力なのだか らだ。その点に関 していえば、いわば未発表作品のページのな

かの人間が、四分の≡：世紀以来、いまだ明確 にすることはで きないにして

も、思考の領域で行われる もっとも顕著 な変化のひとつの影響を受けてい

るか らである。その思考の領域 において、生だとか人間の運命だとか 目的

だとか起源だ とか宇宙の法則だとか、そういった決定的 に確実なものが私

たちに、与え られなかった としたら、少な くとも私たちは幾つかの不確実

なもの を消 し去ってしまうか、実行不可能な ものだとしたことだろ う。そ

の不確実 なもののなかでは、 もっとも気高い思考が 自由に楽 しみ栄えてい

るのである。そ うした不確実な ものこそは、あらゆる暗示の美や気高 さの

要素なのであって、平凡な生活で使 われる言葉以上 に私たちの言葉を高め

る隠れた力なのである。そ して、詩人 とい うものが美 しい ものか、あるい

は恐 るべ きものか、または平和的な ものか、敵意に満ちた ものか、そして

また悲劇的な ものか、慰め となるものか、そ うした不確実 さに、多少 とも

勝利のかたちが、多少とも優勢 な立場が与え られるかに応 じて、詩人とい

うものは偉大であ り、かつまた奥深いようにも思われるのである。
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  VII.

 優れた詩 とは、よく検討 してみれば、主なる三つの要素か ら成 り立って

いる。 まず、言葉の美 しさ、ついで私たちのまわ りや私たちのうちに現実

に存在 しているもの、つ まり自然 と、それに私たちの感情 の情熱的な凝視

と描写、そ して最後には、作品全体 を包み込んでその作品の独特な雰囲気

をか もしだすイデー(=思 想)と である。だが、その イデーとは、詩人が

みずからのうちに想起 した生物 と無生物 との漂 っている未知なる ものの イ

デーのことであ り、またその生物 と無生物 とを思いの ままに牛耳 った り裁

いた りしな鰡位が ら運命 をも支配 している神秘 というべ きもののイデーの

ことである。 この最後の要素こそ、 もっとも重要な要素であると、私は確

信 している。美 しいといわれている一篇の詩 に、 さっと目を通 して見てみ

よう。そうした詩の美 しさや崇高さが現世のあ りふれた事象に限 られてい

るなどとい うことは、めったにないものだ。十中八九、その美 しさや崇高

さは、人間の運命の神秘の暗示 と可視の ものか ら不可視の ものへの、時間

的なものから永遠なる ものへの新 しい絆 とのおかげで生 まれて くるものな

のだ。 さて、私たちが懐いている未知なるものについてのイデーに今 日生

じている変遷、おそらくは前代未聞のその変遷 も、いまだに叙情詩人を深

く動揺 させ ることもしていない し、それゆえその詩人のせっか くの力量の

一部を もなきもの として しまっているのである。劇詩人に関 しては、その

事情 もまったく異なるのだが。一種の未知なる ものの理論家にも似た もの

になることは、たぶん叙情詩人の場合にも可能なことであろ う。 ぎりぎり

譲歩 して、 もっとも膨大で騒然 とした概念に固執することは、叙情詩人に

は許 されていることだ。叙情詩人はみずか らの実益的な結果 を気にかける

必要などないのだ。昔の神 々、正義や宿命は、 もはや人間の行動に介入 し

た りせず、または世の中の動 きを操つることはしないと、そ う叙情詩人が

確信す るならば、常 に現世にまじり込んでいて、あらゆる事象を支配 して
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いるあの理解 されえない力、その ような力 にはいかなる名称 など与える必

要 はないのである。抒情詩人にとって途方 もな く恐 ろしい もの と思えるも

のは、神であろとなかろうと、宇宙であろうとなかろうと、どうで もよい

ことになって しまうのだ。なによりもその詩人が強 く感 じた途方もな く恐

ろしい印象 をば、私たちに伝え くれるようにと、私 たちは望 んでいるので

はあるが。 しか し、劇詩人はこうした一般論だけにとどまることはで きな

い。未知 なる ものに対 して抱いたイデーは、実生活や日常生活のなかで、

具象化 されねばならないのである。劇詩人は、どのような仕方で、どの よ

うな形態のもとで、どのような状況下で、どのような法則で、 またどの よ

うな結末をつけることで、宇宙 を完全 に満 たしていると詩人みずか らが確

信 している卓越 した力 とか理解できない影響力 とか、 または無限の原則 と

かが、私たちの運命 に作用 しているのか を、私 たちに示さねばならないの

だ。そ して、劇詩人は、過去の ものを真っ正直に受 け入れることので きな

い瞬間にたどり着 きはするものの、そこでは過去のものに取 って代わるべ

きなにものかがい まだに定められず、またその名称す らなく、当の劇詩人

は躊躇 し、暗中模索 して しまうのだ。 もし当の劇詩人が是非 とも、 さらに

真摯であ りえようとするなら、 もはや切迫 した現実のぞとにあえて身を置

こうなどとは しないであろう。そうした詩人は、物質的で心理学的な効果

を通 してみられる人間の感情 を観察するだけである。 こうした活動の領域

のなかでは、劇詩人もこうした観察による作品や情熱のこもった作品やす

ぐれた英知の作品などを存分 に創作 しうるのであるが、確かなところ、そ

うした作品のなかでは、無限のなにものかが人間の活動 に混 ざり合ってい

るといった偉大 な詩篇のもつより遠大で より深遠な美、そ ういった美 に到

達することは決 してあ りえない とい うことである。か くして、 この領域に

み られる美を、結局は諦めなければならぬ ものかと、劇詩人は自問するのだ。
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  VIII.

  私はそ うは思わない。劇詩人に も、こうした美 を実現す ることはで き

るのだ。どんな詩人に も、これまでに出会 ったこともないような困難 さが

っ きまといはする。 しか し、劇詩人はやがてその美 にたどり着 く。選択肢

の もっとも危険な瞬間 と思 われるまさに今 日、ほんの一人か二人の詩人だ

けが、明白な現実の世界から抜 け出ることができ、昔 日のキマイラの世界

に戻 らずにすむのだ。 とい うの も、崇高な詩 とは、不測の事態の王国であ

るか らだ。そ して、 もっとも一般的な規則が生 じて くるのであって、まる

でいかなる微光す らも期待 していなかったような空を横切る星の断片の よ

うに、理解 に苦 しむ例外が生 じて くるのだ。例 えば、貧弱な生が最 もあ り

ふれた大河の うえを、 まるで小 さな浮島のように通過するのは トルス トイ

の 『闇の力』などである、それは荘厳 な恐怖の小島、地獄のような煙 で真

っ赤になった小島なのである。 しか し、アキムのプリミティヴな魂か らほ

とば しる純粋で奇蹟的な、白い巨大 な炎でつつ まれ もした小島なのだ。そ

れ ともまた、それは、イプセ ンの 「幽霊』で もあ り、その作品のなかの金

持ちのサロンでは、登場人物たちの目をくらませ 、息苦 しくさせ、怯えさ

せて しまうといった人間の運命の、 もっとも恐 るべ き神秘の ひとつが爆発

しているのである。理解で きない ものへ の不安 を、私たちがい くら受け付

けまい としても、それは無駄である。 このふたつの劇作品には、私たちの

生のうえに重 くの しかか っているかのように思 われる卓越 した力が、介在

しているのである。 というの もそれは、 トルス トイの創造 したこの詩的な

作品の なかで私たちを不安にさせ るキリス ト教徒たちの神の行為などでは

な く、ほかの もの よりシンプルで、 より公正で、 より純粋で、より偉大な

人間の魂のなかに存在す る神の行為だか らである。そ してイプセ ンの詩的

な作品の場合では、それは、正当性の法則の影響であり、あるいは最近では

予測で きうる恐 ろしい不当性 の法則の影響なのである。その法則は、遺伝
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の法則であ り、おそ らくは議論の余地 を残 した法則であ り、ほ とん ど知 ら

れて もお らぬまま、また同時にあまりにももっともらしい法則なので、そ

の並外れた脅威は疑われはするものの、大方は隠されたままになっている。

 しか し、こうした意外な終末に反 し、天才が こう した恵まれた出会いを

通 しても得ることのない人間の活動 にみられる神 の介入を、私たちが演繹

的に認めな くなってか らというもの、神秘だ とか、理解で きないものだ と

か、または超人的なものや無限なものが、一 当然のことどの流派 もそう

考えは していたものの  どう名づけられようと問題ではないが ・ 当然

のことどの流派 もそう考 えはしていたものの  かな り取 り扱いにくい も

のになったとい うことには、なんら変わ りないのである。イプセンが、他

の戯曲のなかで、その戯曲に登場する例外的に意識の働かない男たちの仕

種に、あるいは幻覚に捕 らわれている女 たちの仕種に、別の神秘 とを結び

つけようとしたとき、 イプセンが ようや く創 り上げたその ときの雰囲気は、

奇妙 なもので、困惑 させ るようなものであった。だがそうした雰囲気 とい

うものは、めったに健全 なものではな く、息 も詰ま りそうなものであると

認め ざるをえない ものだ、なぜなら、雰囲気 とい うものは、めったに道理

を踏まえることもなければ、現実的なものでもないか らである。

   IX.

 かつては、正真正銘の天才や謙虚で誠実な才能の持ち主は、劇場で、こ

の深みのある背景、絶頂の翳 り、無限の流れ、そういったすべてを私たち

に与えることに成功 していた。そのようなすべてのものは、私たちとみず

か らの イメージとを一体化させることを可能に し、かつ また ドラマ作品自

体が滔々 と流れ、その理想 の水準 に到達す るためにも必要であると思わせ

るのである。今 日、 ドラマ作品において、この第三の登場 人物、崇高な人

物 と名付 けることの可能 な人物、謎めいていて目には見 えないにしても必
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ずや至るところに現存 している人物、それはおそ らく無意識のイデーで し

かないのだ。 しか し、それは詩人が宇宙に放心 して抱 いた確信 に満ちたイ

デーであ り、そのイデーは作品により大 きな影響力 を与え、その美を枯 ら

す ことな くそこに生 きつづけるイデーなのである。しか し、私たちの今の

生活には、その ような第三の登場人物の欠けていることは認め よう。その

人物 は戻って くるだろうか。そう した人物は、自然の公平 さの、あるいは

無関心 さの新たな観念から生 まれ出て くるのだろうか。物質世界の、それ

とも私たちが僅かなが ら垣間見は じめた精神世界の膨大 な一般法則のひと

つか ら生 じて くるのだろうか。いずれにせ よ、その人物の存在 しうる場所

を確保 しよう。必要 ならば、その人物が闇か ら出てき始めるときに、いず

れの居場所 も占領 しないよう承知 しておこう。 しか し、そ こには幽霊 さえ

も座 らせないように しよう。かれの待機、そ して現世でのかれの空の座席

は、それ自身、私たちの忍耐がかれに用意 している王座  その うえに私

たちが座 らせることのできる王座 一 より大いなる意味をもっているのだ。

 しがない劇詩人 としての私には、前に列挙 した戯曲のあとで、死がその

権利 をもつかどうか もはっきりしない王座から死 を引き離すことは誠実で

賢明 なことだと思えた。先 には題名 をださなかったが、最後の 『アグラヴ

ェーヌとセ リセ ット』では、死が、その権力の一部分で さえもが、愛 とか

英知 とか、あるいは幸福 とかに屈す るように したかった。 しか し、死は私

の思 うようにはなって くれなかった。そ して、私 は、私の時代の多 くの詩

人たちとともに、別の力が出現することを期待 しているのだ。

 『アグラヴェーヌとセ リセ ット』 につづ く二作品、すなわち 『アラデ ィ

ーヌと青髭、あるいは無益 な解放』 と 『ベア トリス尼』 とに関 しては、ど

んな食い違いもないように した。その二作品が後にで きた ものであるか ら

といって、この二作品に進展や新 しい希望などを求めねばならないとい う

必要 もない。実 を言えば、それらは、音楽家たちに頼 まれて、不幸 にもオ
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ペラコミックと呼ばれる作品に属す るような俳優向けの所作であ り、短い

詩句の集 まりなのである。音楽家たちが抒情的な展開をするのにふ さわ し

いテーマ用にと制作 されたものなのである。音楽家たちは、それ以上なに

も要求 した りはせず、私の意図 を誤解 しているのである。た とえ、彼 らが

そこに、 さらに精神的な、あるいは哲学的な底意 をみつけて くれたとして

もだ。

 以上が序文の内容である。戯曲集 に収め られた作 品を挙げて、 どのよう

な戯 曲をどの ような視点 にたって制作 したかを述べているわけであるが、

とりわけ、1894年 までに発表 されている作 品に対 しては、メーテル リンク

のいとお しむような気持 ちさえ感 じるほど作品テーマについて解説 しよう

とする姿勢が窺がわれる。前述の 『貧者の宝』は、13章 のエ ッセーで成 り

立っている。そのなかの く日常の悲劇 〉の章 は、メーテルリンクの演劇理

論の基盤 となる考えが明 らかにされている章であ り、その章は、1894年 に

エコー ・ド・パ リ誌Echo de Parisで すでに発表されていた。それまでの ド

ラマ制作 に対するメーテルリンクのあ らゆる考えがおさめられてお り、い

わゆるメーテル リンクの独自の静劇理論が まとめられている章なのである。

『マレーヌ姫』か ら着手 した劇制作の仕事 は、もちろん手 さぐり状態では じ

めたものである。『マ レーヌ姫』 につづ くおよそ二作 品の成功のおかげで、

さまざまな方面からの称賛やいろいろな反応 を受 けたメーテル リンクは、

手 さぐりの仕事から確かな手応 えを得て、詩篇 をつ くる詩人ではな く、舞

台上での筋をつけた詩篇 を披 露する詩人つ まり劇詩人 として制作活動 に取

り組むようになっていた。その頃に制作 したであろう作品、1894年 までの

作品に対 しては、やは り子供の成長 をい とお しむような作者の思いが感 じ

られるのは当然である。そ して、〈日常の悲劇 〉の章で、自らの演劇に対す
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る考えをまとめたメーテル リンクは、 さらに制作 を重ねるにつれて、 自ら

の文芸創作テーマである 「死」の存在に対する観念 も変化 させていったの

である。1894年 頃には、「死」についてのメーテルリンクのイメージは、現

世において不可視 ではあるが必ず存在するもののひとつの形態 とい うよう

に変わっていたようである。 自らの思想 に閉 じこもるのではな く、さまざ

まな研究(ロ イスブローク、ノヴァーリス、エマーソン7)やスウェーデンボ

ルイ8>などの)を 通 して、哲学的思索を行 ううちに、メーテルリンクは、人

間などの物質世界の うちに も不可視で未知なる巨大な力が存在 し、それは

意識 など介在 しない無限の宇宙 に繋がっていると、解釈するようになって

いった。そのテーマを表現する方法 はどうなるのであろうか。以前 よりも

壮大 なイメージで取 り組まなければ表現することはできない。 しか し、観

客にはわか りやす く、また劇詩人 としては舞台の上での全体像 も考 えなけ

ればならない。そこで、理解 しやすい雰囲気 をかもし出す舞台情景、運命

に操 られる登場人物の設定、不幸の物語が進行する筋 というものがやは り

準備 されるのである。だが、不可視で耒知なる巨大な力 を出現 させ るため

に、それ まではまともに扱 っていなかった、「愛」、「叡知」、「幸福」 といっ

たファクターを1896年 以降の作品のなかでは登場 させたのである。 しかし、

「序文」のなかでは、自らの創作活動や思索活動は不十分であると述べてい

る。確かに、無限の宇宙につながる第三の登場人物を、観客が確実 に感 じ

取るには、『モンナ ・ヴァンナ』や 『青い鳥』L'Oiseau bleu 1909の 世界 を待

つ しかないのであろうか。
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注

1) ロ ー デ ンバ ック は 、1886年 に 「三 人 の新 しい 詩 人』 と題 して 、 メ ー テ ル リ ン ク

 と そ の 友 人 で あ る グ レ ゴ ワ ー ル ・ル ・ロ ワGr馮oire le Royと シ ャ ル ル ・ヴ ァ

 ン ・レ ル ベ ル グCharles Van Lerbergheの 三 人 を ラ ・ジ ュ ン ヌ ・ベ ル ジ ッ ク誌La

 Jeune Belgiqueに 紹 介 す る な ど した り、 パ リ で の フ ラ ン ス 文 壇 の 詩 人 た ち と の 仲 介

 役 に もな っ た。

2) サ ン=ポ ー ル ・ル ーSaint-Pol Roux、 ピェ ー ル ・キ ヤ ー ルPierre Quillard、 ミカ エ

 ルMikha�1、 ロ ドル フ ・ダ ル ゼ ンRodolphe Darzens、 ジ ヤ ン ・ア ジ ヤ ルベ ー ルJean

 Ajarvert、 ル ネ ・ギ ルRen飄hilな ど。

3) ガ ン大 学で1885年7月 に法学 博：士修 了証 書 を取得 した。その3年 後 にガンの弁

)

)

)

4

5

〆
0

護i士協 会 に登録 した。

 『群 盲 』、 『ペ レ ア ス

 ジ ー ル の 死 』、 『ア グ ラ ベ ー ヌ とセ リ セ ッ ト』、 『ア リア ー ヌ と青 髭 』、 『ベ ア ト リス

 尼 』。

7)Ralph Waldo Emerson(1803-1882)ア メ リ カの 思 想 家 、 詩 人 。

8)Emanuel Swedenborg(1688-1772)ス ウ ェ ー デ ンの宗 教 思 想 家 。

ベ ル ギ ー(フ ラ ン ドル)の 中世 の神 秘 思 想 家 (1293-1381)

ドイ ッ 初 期 ロマ ン派 の代 表 的 詩 人(1772-1801)

戯 曲 集 に収 録 され た の は 、 以 下 の10作 品 で あ る ： 『マ レー ヌ 姫 』、 『闖 入 者 』、

        と メ リ ザ ン ド』、 「ア ラ ジ ン とパ ロ ミー ド』、 「室 内』、 『タ ン タ


